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ベリタスソフトウェアCEO
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世の中のビジネスがe化するにつれて、サーバーの信頼性に対する要求もきわめてシビア

になっている。そのため、ストレージ（ディスク装置）でも、集中管理や冗長化、バックアッ

プなどが不可欠になっている。このストレージ管理の分野で活躍し、SAN（Storage Area

Network）管理からデータバックアップまでのソフトウェア製品を提供している「知る人ぞ

知る大物企業」がベリタスソフトウェア社だ。ベリタスは米国でオラクルやサン・マイクロ

システムズと「VOSイニシアチブ」を結成しており、その技術は、SIベンダーからも強く信

頼されている。

このベリタスの社長兼CEOを務めるゲイリー・ブルーム氏は、昨年秋、オラクルの副社長

から転身して話題を呼んだ。そのブルーム氏に、ベリタスがそこまで注目されているのはな

ぜか、話を聞いた。

聞き手：編集部 高橋正和
Photo: Watari Tokuhiro

転職したのは
CEOになりたかったから

：オラクルでの輝かしい地位から、ベリタ

スに移ったのは、どういった理由からでしょ

うか？

ブルーム：企業のCEOとなって、自分で会

社を経営したかったからです。オラクルは

すばらしい会社だと思っていますし、成功

してもいます。ただ、オラクルではラリー・

エリソンという強力な人物がCEOの座に就

いているため、自分がCEOとなる機会を求

めてベリタスに移りました。

また、ベリタスはオラクルとパートナー

関係にあり、私もいっしょに仕事をする機

会がありました。その当時から将来性の高

い企業という印象を持っていました。さら

に、規模的にも自分にとってちょうどいい

大きさの企業だと思いました。そこで、ベ

リタスからCEO職の話があったときに、喜

んで受けました。

：オラクルにいた時代、ベリタスに注目し

たのはどういった点でしょう？

ブルーム：2つの材料を持っている点から、

ベリタスは成長し、より重要な企業となる

と考えていました。1つは、ストレージ業界

の標準を持っていることです。この分野で

は、ベリタスの製品が業界標準になってき

ています。そしてもう1つは、幅広いハード

ウェアやシステムに対応していることです。

この2つは、まだ今ほど大きくなかった

10年前のオラクルに似た部分であり、その

ため今のオラクルのように重要な企業にな

ると考えています。

ストレージの信頼性が重要

：ベリタスというのは、ひとことで言うと

何を提供する企業でしょうか？

ブルーム：「データアベイラビリティーを提

供する企業」です。つまり、データを守り、

そのアベイラビリティー（停止したり消失

したりせずに利用しつづけられる能力）を

提供し、それらを高性能に実現するのがベ

リタスのソフトウェア製品です。

具体的な分野としては、SAN管理、ボ

リューム管理、データのレプリケーション

（ミラーリング）、バックアップなど、それ

ぞれのレイヤーで製品を展開しています。

：現在ではストレージの重要度がより高く

なっているのでしょうか？

ブルーム：はい、2つの部分で重要性を増し

ています。1つは、ストレージそのものの重

要性、そしてもう1つはストレージのソフト

の重要性です。この両者ともベリタスのビ
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：ちなみに本誌ではインターネットデータセ

ンター（iDC）に注目しています。iDCのよう

な存在は世界的に大きな潮流になっている

と思いますか？

ブルーム：はい、世界的なトレンドだと思

います。企業はビジネスの目標を達成した

い、そしてビジネス自体に特化したいと思

っています。そこで、iDCやマネージドス

トレージプロバイダーの側がデータアベイラ

ビリティーやシステムの性能などを受け持

ち、企業側はビジネスの目標だけに特化し

ていきたい、という需要が大きいのではな

いかと思います。

知名度が課題

：どれぐらいの企業がベリタスの製品を使

っているのでしょうか？

ブルーム：正確なところは把握していませ

んが、フォーチュン2000企業の80パーセン

トほどが使っていると思います。

：サーバーやストレージのメーカーとは競

合しないのでしょうか？

ブルーム：競合する部分もあります。しか

し、一方、それらの多くの企業とパートナ

ー契約を結んでいます。実際、サン・マイ

クロシステムズやマイクロソフト、EMCの

製品に、われわれのいくつかのソフトウェア

がバンドルされています。そのため、各社

の製品を買うと、最初からベリタスの技術

が入っているわけです。そして、組みこまれ

たソフトウェアより高度なストレージ管理

のための製品を別途提供している形です。

さらに、ベリタスの製品はさまざまなメ

ーカーのシステムに対応しており、それが

価値となってユーザーからの需要があると

見ています。

ソフトウェアベンダー全体で見ても、バ

ックアップなど特定の分野で競合する企業

はありますが、我々のようにトータルな製

品を提供する企業はありません。つまり、

データアベイラビリティー全体という広い

分野で見ると、競合企業はありません。

ジネスを牽引しています。

現在、データ量は爆発的に増えており、

企業のデータへの依存度も大きくなってい

ます。特にインターネットによりデータ量

も依存度も大きくなりました。そのため、

データアベイラビリティーがとても重要に

なっています。

今日ではコンピュータシステムはビジネ

スを支援するだけではなく、いまやビジネ

スそのものになっています。そのため、シ

ステムが停止するとビジネス自体が止まり、

収益に直接影響します。したがって、たと

えばシステムに障害が起きたときなどにも

サービス停止時間なしにバックアップシス

テムに切りかえるなど、システムが止まる

ことなく常に利用できる必要があります。

そうした背景から、信頼性の高いストレ

ージの重要性が高くなっています。私の個

人的な予測では、データアベイラビリティ

ー市場は100億ドル以上の規模になると考

えていますし、その中でベリタスは50億か

ら70億ドルぐらいのシェアを狙いたいと考

えています。

ゲイリー・ブルーム

米VERITAS Software Co. 社長兼CEO

●IBMとChevronにおけるメインフレーム分野の技術専門職を経て、1986年に

オラクルに入社。副社長を務め、マーケティング、サポート、研修、提携、M&A

などを指揮、eビジネスを先導した。また、オラクルビジネスオンライン、オラクル

モバイル・ドットコム、オラクルeトラベルの取締役も務めた。2000年11月にベ

リタスソフトウェアに社長兼CEOとして就任。
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：80パーセント！ただ、正直なところ、サ

ンやオラクルなどに比べると一般のビジネス

マンには馴染みが薄いようにも思います。

ブルーム：実はベリタスは、ソフトウェア業

界で時価総額が4位、売り上げでも上位10

社に入っています。年間成長率も、1996

年から1999年は毎年50パーセント以上、

1999年から2000年は72パーセントとなって

います。また、ナスダック100銘柄などに

も入っています。

その割に知名度は高くありません。実際、

より小規模で知名度の高い企業も多くあり

ます。システムのバックエンドにある技術

的で複雑な部分を扱う企業であること、複

雑なものを簡単にするために見えない部分

で働く企業であることが、ユーザーに知ら

れにくい要因であるかと思います。

：パートナー企業は世界で何社ぐらいでし

ょう。

ブルーム：とても多いです。少なく見ても

50社、おそらく100社ぐらいあると思いま

す。日本企業でもたとえば、日立データシ

ステム、NEC、伊藤忠テクノサイエンスな

どがあります。

パートナーは2つの点で重要です。1つは、

われわれの製品はパートナー企業を通じて

販売することが多いためです。特に日本で

は完全に間接販売方式をとっており、すべ

ての製品をパートナー企業経由で販売して

います。

2つ目は、ベリタスの製品は多くのハー

ドやシステムで動くことが重要だというこ

とです。そのためにパートナー企業との連

携が重要になっています。

日本でもブランドや流通、
サポートを強化

：日本市場の見こみは？

ブルーム：ベリタスにとって、非常に大き

な機会があると思っています。日本では、

消費者も含め、インターネットがより重要

になってきているところです。われわれの技

術はそうした発展に貢献するものであり、

日本のインターネットの成長を支援できる

のではないかと考えています。

日本でのビジネスの拡大については楽観

的に考えています。ベリタスの全世界での

収益のうち、日本の収益は1999年には2.5

パーセントでした。これを、2001年には4.5

パーセントにする計画です。また、現在、

日本のベリタスソフトウェア株式会社の従

業員は75人ですが、2001年末までには160

人に増やす計画です。中でも、テクニカル

サポートを35人に増やします。それにより、

24時間365日のサポート体制など、流通や

サポートを強化します。

：日本企業にベリタス製品は普及していま

すか？

ブルーム：サーバーなどに最初から組みこま

れている基礎的な製品については、日本の

企業にもかなり浸透していると思います。

ただし、より高度な、データアベイラビリ

ティーを高めていく製品については、これ

から浸透していくところだと思います。そ

ういう意味で、日本のマーケットはまだま

だ広がっていく可能性を持っていると考え

ています。

その一環として、2001年の目標として、

日本でベリタスのブランドを築き上げるた

めのキャンペーンを実施していき、エンド

ユーザー企業にもベリタスの名前を浸透さ

せていく計画です。

：ありがとうございました。
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